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要　　旨

　本論文の 目的は 、金型産業に お ける企業内国際分業 と、海外子会社へ の技能の国際移転を明らか にする こ と

である 。 金型産業は、熟練が必要とされるため に海外進 出が困難であるとこ れまで考えられて きた。その 金型

産業が、なぜ海外進出を行なえる ように なっ たの か 。 そして 、同産業の 海外展開の パ タ
ー

ン とは どの ような も

の な の か 。 こ の 双方の 問題 を明 らか に す る ため、本論文は国内の 金型生産現場 に おける歴史的な技能変化に 注

目した。日本金型産業 に お い て は、新技術 が導入 され る こ とに よ っ て、歴史的に 生産現場の技能が 変化 して き

た 。 同時に 、 金型産業に おける競争優位の 源泉が、機械加 工 や仕．Eげ工 程 か ら設計 工 程へ と シ フ トした 。 こ れ

らの 結果、設計、加工 、仕上 げ各工程の 工程間分業が極端に進み 、機械加工 や仕上げ工程に おける技能の ほ と

んどが標準化 された。そ の
一

方 で、継続的に必要な技能もあっ た 。 新技術 の 導入 に伴 っ て、金型産業で は、二

つ の技能とは異な る新しい 技能が歴史的 に 生 まれ て きた と考え られる 。 本論文 で は、こ うした分析結果 を踏 ま

えて 、金型産業 に おける新技能創造 プ ロ セ ス と 国際化 とい う分析枠組み を提示 した 。 海外子会社へ の 聞き取 り

調査の結果、工 作機械や マ ニ ュ ア ル に標準化された標準技能 は、容易 に 海外子 会社へ 移転 されるように なっ た

こ とが明 らか に な っ た。また、海外子会社 にお い て 、進出前に は意図 して い な か っ た効果 が 得られ て い た 。
つ

まり、国際化が新 しい 顧客との取引をもたらし、受注可能 な金型 の 範囲 を広げる こ とが出来 たの で ある。一
般

的 に 日本 の 金型産業で は ユ
ー

ザ
ー

の 特定化が見ら れ た が 、本論文で取 り上げた金型企業は、海外子会社を設立

す る こ とに よ っ て、新規の顧客を獲得し て い た。それ らの 企業 は、新 しい 顧客 との 取引 の 中で 従来 と は 異なる

成形情報 を蓄積 させ 、そ の 技術能力 を高め る こ とが 出来た と考え られ る 。 した が っ て、事例対象企 業 3社 に 共

通 して い る の は、国際化や 自動化 を通して、新たな競争優位 の 源泉を得て い た こ とで あ る 。 本論文の 主なメ ッ

セ ー
ジは次 の 二 つ である 。 金型産業は、新技術導入 と顧客との取引に よ っ て、歴史的に新しい 技能を創造 して

きた 。 その結果、標準化され た技能が容易に海外子会社 へ 移転され る ように な っ た。そ して、国際化 に よる新

しい 顧客 との 取引に よ っ て 、こ うした新技能創造プ ロ セ ス が更に促進され たの で ある 。

は じめ に

　本論の 目的は、金型産業に お け る企業内国際分業

を明 らか に し、そ の 中で起きて い る技能の 国際移転

を 分析す る こ と で あ る 。 本論 の 問題 意 識 は、次 の 通

りで あ る 。
こ れ まで

、 熟練が必要 と され た た め に 海

外進出が困難 で あ る と考え られ て きた 金型産業 が 、

なぜ海外進出を行なえ る よ うに な っ たの か 。 そ して 、

同産業 の 海外展開 の パ ター
ン とは どの ようなもの な

の か 。
こ の 双方の 問題を明 らか に するため、本論は

次 の 二 つ の 要因 に 注 目する 。最初 の 問題に対 して は 、

国内の 金型生産現場に おける 歴史的な技能変化を取

り上げ る 。 そ して、こ の 技能とい う観点か ら、金型

産業に お け る 企業 内 国 際分 業を取 り上 げ る こ と と

す る 。

　セ ッ トメーカーに よ る新製品開発の 海外移転が 進

む中 、 顧客の新製品開発を支援する 金型産業も国際

化が求め られ る よ うになっ た 。 日本企業の 国際化 は、

様々 な業種の 組立機能の海外移転から始ま り、現地
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の技術能力が高まるに つ れ て 、 部品加工機能へ と深

化し て きた 。 そ し て、さ ら に川 上 工 程に位置する金

型産業まで も、海外進出を行な っ て い るの が最近 の

現状で ある 。 顧客である セ ッ トメ
ーカー

の 海外子会

社 に お い て、「フ ル セ ッ ト型」現地化 が 進 め ら れ る よ

うに なれ ば、必然的にすぐ側の 金型企 業が求め られ

る よ う に な る 。 日本 の 金型企業 に と っ て は、こ れ ま

で の よ うに輸出の み で対応する の で は な く、海外展

開を行うこ とに よ っ て こ うした動 きに対応 しよ うと

した 。 しか し、その
一

方で 、顧客の海外移転は、「日

本国内に残 り超精密、超複雑な分野 の金型に特化」

して い くか、「海外に 出 て行 く」か 、で なけ れ ば 「自

主廃業」とい う、日本金型企業に とっ て厳 しい 判断

を迫 る こ とに もな っ て い る 。

　日本企業の 国際化に関する研究は、量産型企業を

事例 に した もの が豊富 に ある。例 えば、日本企業の

生産 シ ス テ ム に注目 し た もの （安保他 ：1991）や そ

の 人事管理 、 経営諸政策で の 国際化に注目した もの

などがある （吉原，安室，林 ：1988＞。 日本企業の優

位性がそ の 生産 シ ス テ ム に あ っ たため に、様 々 な手

法がい か に現地 へ 移転され て い る か を議論する先行

研究が多か っ た 〔1）
。

　 しか し、金型産業の ような単品受注型産業 の 国際

化を取 り上 げた もの は ほ とん ど無か っ た 。 金型産業

に お い て は、作業管理、生産管理等の 面 に お い て、量

産型 の 企業 の 生 産 シ ス テ ム と は異 な る 形 で 生 産が行

なわれて い る 。 例えば 、 月産個数は 10個前後 、 リ
ー

ドタ イム は 一・
ヵ 月半か ら 2 ヶ 月とい う長さ で あ る 。

また、単品受注型 の 産業である金型産業の 大半は、

従業員数 100名以下の小規模な企業で 占められ て い

る 。 また、量産型企業に比べ て 、生 産設備へ の依存

度 も高 い 。 こ れまで の 日本企業の 生 産シ ス テム と同

様に、ヒ ト、労働者 の 高 い 能力 や 意欲が金型製作 に

とっ て必要な こ と は 言うまで もな い 。しか し、先程

も述べ た ように、長 い リ
ー

ドタイム を要する単品生

産が金型産業の 大きな特徴で あ る 。 金型産業で は設

備が 比較的高額で あり、設備投資の 減価償却を進め

るためにも、設備稼働率を上 げて い くこ とが必要と

な る 。

　 また、金型産業 の 場合、こ れ まで の 日本企業 の 海

外子会社よ りも高度な技能を持 っ た労働者が 必要に

な る と考え られ る。量産型企業 が 海外 に 進出 した 場

合、まず、生産現場の 単純な組立作業か ら始め られ

るた め、それに見合 っ た労働者の 能力や技能形成で

十分で あ っ た 。 しか し、後に 述べ る ように、生産技

術の進歩に よ っ て、海外に進出 した金型企業は、生

産現場の労働者とい うよ り設計者の技術能力が よ り

求め られ る。その た め 、日系企業に お い て 、量産現

場の 能力だけで はな く、それを含め た設計者 として

の 能力が求められ る ように な っ た とい え る 。

　設備依存率が高く、小規模な企業が国際化を行な

う時、量産型企業 と異な る論理 が働 くもの と考えら

れる。 量産型企業の 場合、先行研究 によ れ ば、国内

本社の 競争優位を海外子会社へ 持ち込んで 、 それ を

活用す る こ とが重要 で あ る と指摘 され て きた 。 しか

し、 本論で取 り上 げた金型企業の ような小規模企業

の場合、国内の競争優位 を持ち込む とい うよ りは、

海外 に行 くこ と に よ っ て 新 た な競争優位 を獲得 して

い る こ とが分か っ た 。
つ ま り、本論で取 り上げた金

型企業で は、海外展開をする こ とに よ っ て 、進出前

に意図 し な か っ た効果が 生 まれ た の で あ る 。

　日本産業は 歴 史的 に 「フ ル セ ッ ト型産業構造」を

形成 して きたが 、 90年代以降、基盤的な技術を持 っ

た企業や産業の海外展開が急速に進ん で い る （関 ：

1993）。日本国内 の 就業構造 を考えれば、日本国内 で

すべ て の 産業を抱 えるの で はな く、 東ア ジ ア との新

しい 分業構造を構築して い か なければならない こ と

は 明 らか で あ る 。 日本 の 金型企業 の 海外展開 を事例

と した本論は、東ア ジア に おける そうした新しい 国

際分業体制 を企業の 視点か ら議論して い く。
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H　分析枠組み

1．金型製作 の 歴 史的変遷

　一
般的 に、金型の 生 産工 程は 、  受注、  製品仕

様書 に 基づ く型図 の 設計 、  機械加工 、  仕上 げ ・

試 し打 ち （具体 的 に は研磨）、  納 入 とい う流 れ に

な っ て い る。創業期 の 金型 は、熟練職人、汎用 工 作

機械 （旋盤 ，
フ ラ イス 盤，成形研磨機）とヤ ス リ に

よ っ て 製造されて い た  。彼 らは、生産現場 で 簡単

な図面 を描 き、そ れ に 基づ い て汎用機とヤ ス リ を使

い なが ら金型 を生産 して い た 。 彼 らが 一
人前に な る

に は 10年以上 の経験が必要で あ っ たとい う。熟練職

人の 頭 の 中 に 設計図があ り、機械加工 や仕上 げも．．・

人の職人 が こ な し て い た 。
ノ ミ、ハ ン マ

ー、ヤ ス リ

な ど の 道具 は 最終的 な仕上 げを行な うの に使わ れ、

各職人が独特の 道具を持 っ て い た。汎用機で は 金型

の 形状部分の丸み が 出せ なか っ たため、各種道具を

必要 とした の で ある 。 こ の よ うに、創業期 の 金型産

業で は、熟練職人の数が会社全体の技術能力を決定

して い た 。 職 人の数が多ければ多い ほど、よ り多く

の金型を生産する こ とが 出来たとい える 。 そ の時に

必要 となる技術能力は、設計 で は なく加工 や仕上 げ

工 程に集中して い た 。

　 しか し、1970 年代か ら 80年代初め 頃に なる と、金

型産業に お い て 工 作機械 の NC 化が急速に進ん だ。

そ して、90 年代か ら現在に か けて 、設計工 程 の 自動

化や ソ フ トウ ェ ア 化が進 め ら れ る よ うに な っ た。特

に、現在で は設計工程に おける三次元化の 動きが顕

著で ある。三次元 CAD の 新世代 で あ る ソ リ ッ ドは 、

従来、手書 きス ケ ッ チ 、 図面 、 実物の試作品 （マ ス

タ
ー

モ デ ル ）な ど多様 な メ デ ィ ア に わ た っ て い た 開

発情報を
一

元化 し、その 理解不足や転換か ら生 じる

設計変更を大幅に軽減し て い る 〔3）
。

　 1950年代 に創業期を迎 えた 日本金型産業は 、60年

代 に 熟練職 人 と汎用機に よ る生 産、70 年代に は NC

工 作機械に よる生産 、 80 年代に は NC 工作機械 と

CAD ／ CAM に よ る生産、そ して 、90年代か ら現在

に かけて は三次元設計技術 とNC 工作機械に よる 生

産へ と、時代 ご とに その 生 産シ ス テ ム を進化させ て

きた。製作直後の 金型 に よっ て す ぐに 量産が始 まる

わけで はな い ため、仕上げ や トラ イア ウ ト工程が

ま っ た く必 要な い わけで は ない
。 上 ドの 型 の 摺 り合

わせ 、鏡面 の 研磨 を行な う必要が あ る。しか し、工

作機械産業 の イ ノベ ーシ ョ ン は、こ うした 工程の 負

担をい か に減らすか と い う方向に向か っ て お り、そ

の 必 要性が低下 しつ つ あ る こ とは 明らか で あ る 。

　 こ の よ う に、新 しい 工 作機械 や 設計 ソ フ トウ ェ ア

を不断に取 り入 れ て きた こ とに よ っ て 、金型産業の

競争優位 の 源泉が変化 した 。 つ ま り、創業期 は、金

型加工 や仕上 げ工程の 技術能力が競争優位 の 源泉で

あ っ た。自動化が進んだ 70年代か ら80年代に なる

と、設計能力に主な競争優位 の 源泉 が シ フ トした と

い える。CAD や CAM デ ータ作成 の 出来、設計能力

に よっ て加工時間や精度に差が生ずるように なっ た 。

川 上 工 程 で あ る 設計部門で の 「品質の 作 り込み」（加

工 、 仕上げ段階で の不具合、トラ ブル を未然に発見

処置 し、ユ ーザーの設計変更を極力減らす）が、競

争を行なう上 で非常に 重要な要因とな っ た。そ して、

競争優位の源泉が変化した結果、現在の 金型製作に

おい て、工程 間分業が極端 に 進展 した。金型製作 の

基本工 程で あ る設計、加工 、仕上げの 中で も、加丁

工 程は特 に 自動化が進ん だ。その た め、加工 工程は

オペ レ
ー

タ
ー

レ ベ ル の 能力 で も十分 こ なせ る よ うに

な っ た。極論す る と、設計 と仕 上 げ工 程 に 熟練技能

者が い れ ば 、 相応 の 金型を作る こ とが出来る よ うに

な っ た とい える 。

2．新技能創造 プ ロ セ ス と国際化

　前述 した よ うに、1960 年代 か ら 70 年代 に か けて、

工作機械 メ
ーカー

や素形材 メ
ーカー

の 技術革新が進

ん だ 。 その 結果、多くの 工 作機械や新素材が金型産

業 に導入 さ れ 、創業期 の 熟練は設計、加 工 、仕上 げ

工 程 の 中にそれぞれ分割 され た の で ある｛％ した

が っ て 、各工 程 にお い て 必要 と され て い た技能 は 、

機械や設計 ソ フ トに標準化される こ とに な っ た 。 現
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場の経験をそれ程持たな くて も、 機械の操作方法を

マ ス ター
すれ ば、あ る 程度 の 加 工 が出来 る よ うに

な っ たの で あ る。当然、その加工 レベ ル は職人 レベ

ル とまで は い かない
。 しか し、加

．
1：工程で は、．」二作

機械 の 精度が よ り重要な要因 とな っ た の で あ る。

　 しか し、工 作機械が い くら進歩 した とは い え、金

型 の 仕上 げ、トラ イ工程は まだ まだ 長期 の 経験が 必

要で ある 。 試 し打ちの 後の修正、上
．
ド型の組み付け

な ど は手作業で行なわ れ て い る 。 例 えば、ダ イ カ ス

ト用金型 で は 、 設計変更に対応する ため ア ル ゴ ン 溶

接で 肉盛作業を行 っ て い る 。 金型は、製作後すぐに

使 えるわけで はない 。 何度 か試 し打 ちを した後 で 、

不具合 を発見 して、その場で修正を施さなければな

らな い 。 もし、こ こ で修正 を誤 っ て しまうと、最初

か ら金型 を作 り直 さな くて は ならない 場 合 もあ り、

かな り豊富な経験が求め られる こ とに な る 。 既存研

究が明 らか に して い る よ うに、実際 の 加工現場 で は

労働者は様々 な変化や異常に 日 々遭遇する （小池 ：

1991 ）。そ うした時へ の 対応や異常を起 こ させ ない

対応まで は、標準化する こ とは出来ない
。

つ まり、そ

の 機械を様々 な用途 に使う能力は標準化 されえない

の で ある 。

　 こ の よ うな機械化や標準化が進め ら れ る 中で 、
一

番高度な技能が金型設計に おい て 発揮されるように

なっ た。そ れ は 、長年に わた っ て 様々 な金型を製作

して きた経験や 、顧客との 取引に よ っ て 形成 され て

きた 。 金型 の 設計 は 、次 の よ うな流 れ で 進 め ら れ る 。

まず 、
ユ
ー

ザ
ーと の 打ち合 わ せ （製品仕様書 に 基 づ

くデザイ ン レ ビ ュ
ー）→ 金型の構想設計 → レイ ア ウ

ト図、展開図の 作成 → 金型仕様書 の 作成 → 組立図面

の 作成一部品図 の 作成 （こ の 部品図 と は金型 を構成

する
．一
枚
・一
枚の プ レ

ー
ト図面 を指す）→ CAM デ

ー

タ の作成一金型加工 とな っ て い る （5）
。 構想設計で 求

め ら れ る技能とは、自社の加工 や仕上げ に配慮す る

ノ ウハ ウ、顧客の量産を考慮 した ノ ウハ ウ （試 し打

ちの 内容を設計部門ヘ フ ィ
ー

ドバ ッ ク するなど）、そ

して 、現在で は 、製品設計の 段階か ら顧客ユ ーザー

とや り取 りを して 、製品設計を金型企業の 立場か ら

支援する ノ ウハ ウがある 。 実際 の 加 工 条件 （刃物 の

へ た り、工作機械の 熱膨張、冶工具の セ ッ テ ィ ン グ、

切削油の 種類、かけ方、量、温度など）や、金型に

よ っ て 成形 され る 素材 の 知識 な ど を構想設計段階で

活用する 。 素形材に 関する知識 とは 、抜 き勾配 の 配

慮 （金型 に よ っ て 成形 さ れ る 製品 を ス ム ーズ に剥離

さ せ る 工夫）、成形材料の押 し込み （金型に吹き込ま

れ る空気の 量を調節する 。 こ の 調節に よ っ て成形品

の バ リ に違 い が生 まれ る）な どを指 して い る 。

　 こ の よ うに、金型産業に お い て は 、工 作機械や 設

計 ソ フ トの 導入 に よっ て、熟練が解体 され て標準化

が進む
一

方で 、新 しい 技術 に は代替 されな い 技能 も

あっ た 。 そ して 、重要なの は新 しい 技術の導入を契

機 と して 、新 しい 技能が形成 され て きた と い うこ と

で ある 。 金型産業に おける新 しい 技術の導入は、顧

客 の 新 しい 要求 に応えるた め の もの で ある。顧客は

新製品を開発する た び に新 しい 金型 を必要とす る 。

新 しい 製品 は、製品形状や材料 な ど様 々 な点 に お い

て、既存の製品と異なる 。 それらの 新 しい 要求に 応

える中で 、金型産業 は技術能力 を高めて くる こ とが

出来た 。

　本論で は 、新 しい 技術に よ っ て 生 まれ たマ ニ ュ ア

ル 化 しに くい 技 能を 「新技能」、新 しい 技術 に よ っ て

代替され なか っ た技能を 「継続技能」と呼ぶ こ とに

す る。新、旧技術 に 完全 に代替 され て しまっ た技能

は 「標準技能」で あ る 。 図 1 に示さ れ た よ うに、金

型産業 で は、創業期 に お い て 熟練職人 の 技能 が 競争

優位の源泉で あっ た （TO 期）。 1960年代に 入 る と、

加工 工 程に お ける ME 化、　NC 化が 進め られ た （T1

期）。 次 の 新技術 は、設計工 程に お ける CAD ／ CAM

化と加工工程 に おける放電加工機 、マ シ ニ ン グセ ン

ターの導入で あ る （T2 期）。 現段階で の新技術 は、三

次元設計技術で ある （T3 期）。現在の 日本 の 金型産

業は 、こ の T2 期か らT3 期へ の移行期にある と考え

られる。

　金型産業の 歴史的な技能変化を踏まえ て、本研究
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図 1　新技能創造プ ロ セ ス

三 次 元 設 計 技術の 導入

回
⇒ ○○ H

CAD 　 CAM の
’

回
⇒

ME 　 術 の 、入

○○

【
⇒

H

○■
（標準技能＝＝　H 、継続技 能二K、新技 能一S｝ 回

熟練

は、同産業の 国際化 に関 して 次 の ような仮説を導 き

出 した 。 金型企業が 国際化をする時に は、標準技能

は容易に 海外へ 移転す る こ とが出来 る と考えられる。

その
一

方で、継続技能に関して は、人材の派遣や指

導、教育が必要に なっ て くる で あろ う。日本本社 は、

こ の 新技能が発揮され る機能を担 うよ うに な る 。 海

外子 会社に お い て 、設計や 加工 、仕 上 げ の 標準的 な

作業は す ぐに行なうこ とが出来る ように なり、 日本

本社 との 技能形成に お け る ギ ャ ッ プ は 昔 に比べ て 急

激 に小 さくなるだ ろ うと考えられ る 。 今後 、 新技術

が導入され る たび に、顧客との取引関係の 中で それ

らが新 しい 要素 として 活用 され、新 しい 技能が創造

され て い く。

皿　調査 方法 と各海外子会社の 概要

1．調査方法

　平成 12年度 の 工業統計に よる と、日本の 金型生産

の 約 7割は、プ ラ ス チ ッ ク用金型とプ レス 用金型で

占め られ る。鋳造用 （ダイ カ ス ト用）金型を合 わ せ

る と全体の 8 割以 上 と な る 。 ま た 、地域別 に 見 る と、

い わ ゆ る 中部圏 （愛知，岐阜，三重，静岡）に位置

する 金型企業が全体の約25％ を生産して い るc6，
。 そ

こ で 、本論 で は、プ レ ス 用、プラ ス チ ッ ク用、鋳造

用金型を生産して い る中部圏の 金型企業を
一

社ず つ

事例対象と して 取 り上 げた。

　そ して、前節で述べ た分析枠組み と仮説 に 基づ い

て 、金型製作の 基本工 程 で あ る 設計、加工 、仕上げ

の 各工程 に お い て 、標準技能、継続技能、新技能の

うち、どの 技能が現地子会社に移転され て い るの か

イ ン タ ビ ュ
ー

調査 を実施 した 。 各海外子会杜に おけ

る イ ン タ ビ ュ
ー
調査は、各子会社の 日本人社長 と各
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工程の 日本人 ア ドバ イザ
ーを対象に行なわ れ だ η

。

また、日本人駐在者へ の イ ン タ ビ ュ
ー

の 他 に、後に

紹介する B 社 と C 社の 各現場に は、半日以上滞在 さ

せ て い ただ き、工 場 の 様子を観察する こ とが出来た 。

以 下、各企 業の 概要を簡単に 述べ る。

2．事例対象企業 の 概要

　A 社 ：日本本杜 の 創業 は 1956年 。 プ ラ ス チ ッ ク用

金型成形一貫メーカーで ある が 、 成形は国内別会社

とな っ て い る 。 2000年度の 売上高は約 5億 3000万

円で あり、従業員数は24名 （製造 に 16名、CADICAM

に 4 名、事務部門に 4 名）で ある 。 本社が作る 金型

は、掃除機の プ ラ ス チ ッ ク部 品の 成形、自動車の

フ ェ ン ダ ー部分の 成形に使われて い る。1973年に早

くも台湾子会社 を設立 した一方で 、韓国企業 との取

引も進め て い る 。 台湾へ の進出は、顧客の要望 に よ

る もの で あっ た 。 現在の A 社に は、1 名の 日本人 が

駐在 して い る。彼は、同社 の 工 場長である 。 現地従

業員は 20名で ある 。 顧客は、日本国内、ある い は在

中国の 日系企業で ある 。

　B 社 ：日本本社 は、1945年に創業 した 。 順送 り金

型の 生産を始めたの は 1964年か らであり、同社は金

型成形
一
貫 メ

ー
カ
ー

で あ る。従業員数は約50名で あ

る 。 同社は 1991 年に設計部門を独立させ て 国内別会

社を設立 して い る （従業員数 10 名）。 日本本社は金

型製作 とプレ ス 加工 を行 っ て い る 。 同社の 金型 や プ

レス 精密部品は主に自動車産業に納入さ れ て い る 。

2002年度の売上高は約 8億円 で あ る 。 B 社は、1997

年に フ ィ リピン の マ ン ダル ヨ ン 市に 合弁会社 と して

設立 された 。 そ の 後、合弁会社を閉鎖 し、 2002年に

単独で完全出資子会社 を新 しく設立 した 。 現在、日

本人 は 3名駐在して い る 。 内訳は、設計技術者 1名、

営業を兼務 して い る副社長 1名、そ して金型職人が

1名 で ある。

　 C1 社、　C2 社 ：金型 の 部品加工 を目的として 1969

年に 日本本社は創業 した。金型 の 本格的生産は 1978

年か らス タ
ート した 。 ダイ カ ス ト用金型外販専業

メーカ
ー

で ある 。 2002年度 の 売上高は約 11億円で

あ る 。 日本本社の従業員数は約 60名ほどで 、その う

ち 6名がイ ン ドネ シ ア か らの 研修生 で ある 。 イ ン ド

ネ シ ア 人研修生 の 受け入れ は 98年か ら始まっ た 。 同

社の 金型は 主 に 自動車用 ダイカス ト部品 の 成形 に使

われ て い る。1994年に タ イ財閥と金型製作に関する

技術提携を開始し た後、タ イ に 合弁会社 （C1社）を

設立 して い る。現在、日本人が 1名駐在 して お り、彼

は営業 と工 場全般の 管理を担当して い る 。 国内鋼材

メ
ー

カ
ー

の誘い によ り進 出 した 。 また、2002年秋に

は イ ン ドネシ ア に も単独子会社 （C2社）を設立 した 。

現在、日本人 は 3名駐在 して い る 。 内訳は 、 社長 1名

（日本本社専務）、設計技術者 1名、加工 担当技術者

1 名となっ て い る 。

1V　国際化の パ ターン と金型製作技術の海外移転

　一各海外子会社 の 事例か ら一

1．生産 シ ス テ ム の 工 程分化

　聞き取 り調査の 結果、各工 程 の 標準技能に 関 して

は 、機械設備や マ ニ ュ ア ル の 持込み に よ り、海外子

会社へ 容易 に移転 され て い た 。 そ の
一
方で 、 継続技

能に あたる部分は 、 日本人駐在員 によ るア ドバ イス

や 日本 国内の 熟練職人 に よ る指導が必要で あ っ た 。

新技能にあたる部分は、日本国内で行なわ れ る の が

B 社と C1社、　C2社の 共通 した特徴で あ っ た。ただ

し、既 に製作 した こ とがあ る 更新用金型や、工程数

が 10工 程未満 の 順送 プ レ ス 用金型 に 関 して は 、金型

の 基本構想段階 か ら現地従業員が担当 して い た。

　A 社の ように 1970年代に進出 した 金型 企業は、現

場 の 基礎 から しっ か り指導 して い た 。 そ の た め 、現

地化に は時間がかか っ た 
。 現在で は設計、加工 、 仕

上げ各工 程の ほ とん どの技能が標準化されてい るた

め、現地化は以前 より容易に進ん だ 。 聞き取 り調査

に よ れ ば、現在は、A 社の 金型製作の
一

部 を海外企

業 に委託す る ように な っ た（9）
。 A 社は金型 の 商社 の

ような機能を果 た す こ と に な り、営業活動や技術指

導の 比重が増えて い るとい う。い わゆる委託加工 取
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表 1 事例対象海外子会社 の 概 要

A 社 B 社 C1 社 C2社

設立 1973 年 2002 年 1997年 2002 年

出資 形 態 完 全 出資 完全 出 資

恰 弁か ら開始）

合 弁 完全 出資

売 上 高
一 　　　・

5427／Jペ ソ 1億 3000 万バ ー
ツ

一76333米 ドル

従業員数 20 名 65名 38名 36 名

日本人社員数 1 名 3 名 1 名 3 名

主要生産品 目 プラス チ ッ ク用金型 プ レス 部品

順 送 金 型

ダ イカス ト用金型

プ ラ ス チ ッ ク 用金 型

ダ イカス ト用金型

プ ラ ス チ ッ ク 川 金型

顧 客 家電

自動車部品

日 本、タ イ、現 地向け

自動 車部 品

電 機

現 地 向け

二 輪車

自動車部品、電機

現 地 ・
ア メ リ カ 向け

輪 車

自動車部 品、電機

現 地 向け

出所 ：聞 き取 り調 査 と企 業 各種 資 料に 基 づ き、筆者作成

表 2　事例対象企業に お け る各工 程の 技能内容

B 社 Cl 社 ・C2 社

設計 加 に 仕上げ 設計 加 L 仕上 げ

標準技能 二 次元 CAD に よ 荒取 り 組み 付け ：次 元 CAD に よ 加工 段取 り、加 上 組み 付け

る 設計 図 ・展 開図 る 設 計図、モ デ リ 条件の 正確な入力

作成 ン グデ
ータ の 作成

〔面張 り〕

継続技能 製品・」怯 の 止 確な 加．Lの 段取 り 汎 胴 機に よる成 型 金 型の 構造部、 品質保証 汎用 機に よ る成 型

人力 品質 ・
寸 法保 証 と研 悪 溶接 による 外 回 りの デ ータ ・」

’
法保証 と研 磨、溶接 に よ

部品加 1 f乍成 る 肉盛 り

新技能 金型の 構想設計、 長時間 無人運転 の トラ イ ・調整 金型の 構想 設計、 加 工効 率 を考慮 し トラ イ・調整、イ・
L程図の 作成 CAM デ ータの 作成 不 具合 の 原 因 追求 金型 の 接 合而、 た CAM デ ータ の 只合の 原因追求 と

と修復 型の 基本構造、 作成 修復、設 計⊥ 程へ

寸法の 決定 の フ ィ
ー

ドバ ッ ク

出 所 ：聞 き取 り調査に 基づ き、筆者作成

引を始め た こ と になる 。 委託先は、韓国企業の 工機

部門と台湾系金型企業の．．ヒ海工場と取引をして い る。

A 杜の 凵本人工 場長が、両企業に対 して技術指導を

行 な っ て い る。技術指導の内容は、顧客の 製品使用

の ク セ とそれ に基づ い た金型の 仕 ヒげ部分 を含 ん で

い る。こ うした 取引 に 対 し て、A 社 は 技術指導料 を

もらっ て い る 。 し た が っ て 、A 社 で は、顧客の 製品

情報 とそ れ に 基づ く基本構想さえあれば、あとは ど

こ で加工 、仕上 げを行な っ て も良 い とい う分業体制

が可 能 と なっ た。顧客の製品図面が
．
二次元 の 時 は 、

担 当者同 F．で 図面を挟ん だ相談が 必要 だ っ たが、現

在は 、図面その もの が三次元化されたため 、その 必

要性が低下 した 。 設備投資をする資金と製品設計 ノ

ウハ ウ さえあれ ば、相応の プ ラ ス チ ッ ク用金型 を作

る事が出来 る ように な っ た と い え る。

　また、A 社に と っ て 重要なの は顧客へ の 営業力と

技術情報 で あ る
。 A 社は、近隣 の 優秀 な金型企業を

取 り込ん で金型を顧客に提供 して い る 。 台湾内、あ

る い は 中国上海近郊にお い て 、 どの よ うな金型企業

が活動を行 なっ て い るの か知 る必要があ る 。 どの よ

うな レ ベ ル の 金型を作 っ て い る の か、設備、労働者

の技術能力などを総合的に判断 した上 で 、委託先を
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決め る必要があ る。

　B 社 で は 、単発の 金型や 比較的容易 な金型 に 関 し

て は、基本構想 の 設計か ら加工 、仕上げまで 、す べ

て現地従業員に よっ て行なわれ て い た 。 設計工程に

おける展開図 、 レ イア ウ ト図の 作成か ら初回の トラ

イア ウ トまで 現地従業員の み で行なうこ とが出来る。

合弁設立時か ら勤続 して い る者は 10名お り、 その う

ち 4名が 日本研修組である 。 彼 らは、日本本杜で設

計と仕上げ に関す る研修を三 ヶ 月間受けて お り、現

在、B 社 の リ
ーダー格と して 活躍 して い る。日本国

内向け、現地向け問 わ ず、10工 程未満の 順送金型 に

関して は、レ イ ア ウ ト図、展開図共 に ブ イ リピ ン 子

会社で作成す る こ とが 出来る が 、そ の際、日本人設

計者が細か い ア ドバ イス を して い た 。 仕 上 げ部分に

関して は、日本人 ア ドバ イザーである熟練職人が修

正する ポイ ン トを指導 して い た。日本国内向けの 10

工程以上 の 順送金型で は 、設計工 程の 工程設定 まで

を日本で作成 して もらっ て い る 。 それ らの デ ータ を

ネッ ト経由で フ ィ リ ピ ン に転送す る 。 そ の デ ータ に

基づ い て 、フ ィ リ ピン 人設計者は、製品展開図、レ

イア ウ ト図、組図を作成 して い る。フ ィ リピ ン 側の

作業が終了 した ら、そ の データ を再びネ ッ ト経 由で

日本本社に転送する 。 そ して 、 その 設計デ ータ に 基

づ い て 日本国内で加工 デ ータ を作成する と い う流 れ

になっ て い る （1°）
、

こ うした設計工程 の 分業は、月間

8 型ほ ど 行なわ れ て い た 。 H本本社 の 設計 ソ フ トは

同社が 自主開発 した金型専用 CAD で あ り、 フ ィ リピ

ン で は汎用 CAD が使われ て い る 。 こ の よ うに、　B 社

で は、設計工程 と加工 工程の分化が見られた 。 また、

設計工程内に お い て も、イ ン タ
ー

ネ ッ トを介 した機

能別分業を行なっ て い た 。
い わゆる設計工程の 自動

化と分離化 を進める こ とで 、国際分業の メ リ ッ トを

得よ うと して い た 。

　 C1 社で は、既 に、更新用金型 の 基本構想段階 か ら

全て現地人従業員 で 行な うこ とが 出来る とい う。日

本 人社 長 は、現場に立 つ こ とがほ と ん ど なく、主 に

国内外の営業活動に専念して い た 。 タイで は 、 更新

用 の 金型 の 受注が多 く、C1 社で は、一番型を作 っ た

経験が ない 。こ うした
一番型は、凵本 の 別会社で製

作 さ れ た もの が 多く、その 設計構想 の 多くが 明 ら か

で は ない 。そ の た め 、顧客が タ イで 行 な っ た量産の

不具合を踏まえ て 、そ れ ら を 更新型 に活か す能力が

求め ら れ る 。 設立以来、社長と設計 ア ドバ イ ザ
ー

は、

CAD 、　CAM 、加工 工 程の 指導を行なっ て い た 。 仕 上

げ部門 に関して は 、 日本本社 の 従業員を短期派遣さ

せ る形 で 、指導 して きた 。 5年間で約 10回行な っ た

とい う。

　 C2社 で は 、調査時点に おい て 設立間 もな い 時期 で

あっ たため、金型 の 修理や メ ン テ ナ ン ス の受注が中

心で あっ た 。 同時に、設計、加工 、仕上 げの各工 程

に おけ る 教育訓練を行な っ て い た。CAD や CAM を

操作する技能はまっ た く指導する必要がない
。 参考

用金型図面 を設立当初に持 っ て い っ て い る。設計マ

ニ ュ ア ル （自社製）も持ち込 ん で い る 。 日本人駐在

者は 3名 で あ る が、その うちの 1名は 日本本社 で 設

計を担当 して い た 。 そ して 、彼が 金型 の 構想部分 を

考えて作成 して い た 。 その後 の 工程 に関 して は 、若

干の ア ドバ イ ス は して い る もの の 、 ほ とん どの 従業

員はすぐに CAD や CAM シ ス テム の操作に慣れ て し

まっ た とい う。穴あけ、四 面加工、ポケ ッ ト加工 な

ど、金型 の 構造部分 に おけ る設計や 加工 はすで に 可

能と な っ て い るσD
。

　 こ の よ うに、設計 ソ フ トや 工 作機械の飛躍的な進

歩 に よ り、生産シ ス テ ム そ の もの が 分離可 能に な っ

た C12）。そ して 、各工程の 標準技能は、機械や設備 に

よ り容易に海外移転する こ とが 出来る と共に 、 その

内容が よ り豊富 に な っ た 。
つ まり、より多くの 知識

が機械や設計 ソ フ トに組み 込まれたため に、以前 で

あれば数年か か っ て い た作業が、現在で は数時間で

可能 とな っ て い る 。 海外子会社の 従業員 は、一
部 の

中核的な従業員 を除 き、すべ て製造業の素人で あ っ

た 。 各工作機械は、CAM デ
ータ さえ入力すれ ば誰が

行な っ て も同 じ結果 を得る こ とが出来 る。こ うした

意味で の標準技能が確か に存在 した 。 したが っ て、
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表 3 事例対象企業の 企業内国際分業 の パ タ
ー

ン

日本本社 海 外 子 会社 〔委 託 先）

A 社 技術指導 ○現地、H本、タイ顧客向けの

国内外の 営業活動 金 型 の 設 計 ・加工 ・仕 ヒげ

新 規 金 型 の 設計 ・加工 ・仕上 げ

B社 新規金型の設討
・
加工

・
仕 ヒげ ○新規金型の 構造設計

新規 金型 の T 程設 計 010 工 程未満の 順 送 金型 の

設 計 ・加工 ・仕上 げ

C1社 新規金型 の 設計 ・加丁 ・仕上 げ ○更新用 金型 の 設 計
・
加 工

・
仕上 げ

0新規 金型の 設 計 ・
加 工 ・

仕 Lげ

（ア メ リカ 向け）

C2社 ○ 金 型 の メン テ ナ ン ス

0 弔純 な金型の 設計 ・加工 ・仕 ヒげ

出所 ：聞 き取 り調 査に 基 づ き、筆者作 成

設計工 程の 構想部分を日本で 行 い 、後 は 現地 の 加工

業者、海外子会社 に 任せ る と い う分業 パ タ
ー

ン も可

能とな っ て い る c13）。加 工 工 程 の 継続技能に関 して

は
、 熟練職人を駐在させ る B 社の パ ター

ン と日本人

を短期的に何度も派遣する C1杜、　C2 社 の パ タ
ー

ン

が見 られた 。 B 社や C2 社の 場合、海外子会社 で 金型

設計の基本構想を行な う時は、日本人駐在者が基本

的 に行 なっ て い た 。 しか し、C1 社 に なる と、更新用

金型 で はある が現地従業員が全て の 工 程 を担当する

こ とが出来て い た。

2．国際化に よる意図せ ざる効果

　事例対象企業の中で、A 社を除 い た 2 社 は 、日本

国内の 顧客の 要請に基 づ い て 国際化を行な っ た わ け

で は な い
。 勿論、事前調査は行な っ て い るが、現地

子会社の 顧客 は 、すべ て 進出後に取引を始めた会社

ばか りで あ る 。
つ まり、日本本社とその 顧客 の 本社

との 間に は、それ まで 取引が無か っ たとい う こ とに

なる 。

　 また、ア ル ミ ダイ カ ス ト成形法は か な り過酷 な加

工 条件の もと で 行な わ れ る。そ の た め、金型 に 良 く

ひ び割れ や ク ラ ッ クが 入 る。こ れ ら を修復 し なが ら

使 い つ づ けるの が ダイ カ ス ト用金型の特徴で ある 。

したが っ て 、仕上げ工程は ア ル ミ ダイ カ ス ト金型に

とっ て よ り重要 で あ る。こ の ように 、 ア ル ミダ イ カ

ス ト、プ レス 用金型 を問わず 、 研磨や仕上 げ工 程 は

実際に金型 を使 う顧客 と地理的に近い 方が効率的で

ある 。 こ の点が、台湾や 日本、韓国か らの 輸 入金型

に対する 日系企業の 比較優位 に な っ て い る 。 顧客の

側 で 金型 を製作 して い れ ば、トラ イア ウ トに も立 ち

会える と共に、そ の 際の 不具合に対 して迅速に対応

す る こ とが 出来 る の で あ るα 41。

　顧客との 取引関係の 本質は 、金型の 基本構想部分

に表れ る 。 金型の 基本構想 は、顧客 に よ っ て様々 な

パ ターン で 生 まれ て くる 。 まず、顧客 か ら構想図面

が提供さ れ るパ ター
ン がある 

。 次に 、 簡単な仕様

書が渡され る パ ターン で ある 
。 最後に、製品図面

の みが提供 され る パ ターン で ある（1η
。

　基本構想段階で は 、成形、鋳造方案を主 に考慮 し

て い る 。 顧客が作 っ た仕様書に は、当然で ある が 顧

客の 金型 に対す る考えが 入 っ て い る。こ の 場合、そ

の 思想を最優先させ ながら金型 の 基本構想を行っ て

い くこ と が基本で あ る。製品図面 の み の 提供 の 場合

は、金型企 業独自の 基本構想 を入れる こ とがで きる 。

こ の 場合、前者と比べ て顧客ユ ーザ ーとの 頻繁 なや

り取 りが必要 となる。したが っ て 、 打ち合わ せ 密度

は濃 くな る 。 基本構想に 関する顧客 の 承認 を取 っ た

上で、次工程に 移 る 。 どの ような場合で も、金型基
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本構想の 重要な ポ イン トは、ユ
ー

ザ
ー

が求 め る 量産

製 品を得られるか どうか とい うこ とで ある 。 過去に

行 っ た 設 計 図 面 を参考 に し な が ら、新し い 基本構想

を作 っ て い る 。

　 した が っ て 、こ う した顧 客 との や り取 りが金型 企

業の技術能力を高め させ る こ と に つ な が っ て い る 。

B 社や C1社、　C2社で の 聞き取 り調査に よる と、 日

本本社の 創業以来の発展は 、 新 しい 顧客との 出会い

に よる 勉強 の 連続 で あ っ た とい う。 経．験の ない 金型

を受注した場合に は、顧客からその 金型 の 作 り方や

ノ ウ ハ ウ を教 えて もら っ たとい う。顧客か ら提示さ

れ た新しい 題材に取 り組 ん で 、金型を完成させ る と

い う形で結果を残して きた こ とが、次の 取引に つ な

が っ て い っ た。結果 を残すこ とに よ っ て、次 の 新 し

い 題材を持ち込ん で くれたとい う。こ の よ うな経験と

自社の努力に よ り、金型企業の基本構想能力が構築

され て きた 。 こ の 能力が あ っ たお陰で 、取引 の な い

顧客に も金型 に 関する提案が出来る よ うに な っ た と

い える 。

　海外子会社で現在行なわれて い る こ とは 、
こ の 日

本本社の パ タ
ー

ン と似 て い る と い う。 C1 社も C2 社

と同様 に、設立 当初、金型の メ ン テ ナ ン ス 需要か ら

営業を始め た。日系部品 メ
ーカ ー

や セ ッ トメーカ
ー

で 使わ れ る金型 は、（現地子会社 に 内製部門があれ ば

よ い が ）ほ とん ど は 日本 か ら の 輸入 で あ っ た。その

ため 、金型の メ ン テ ナ ン ス 部門 の み を 持 つ 顧客が 現

地 に は多い 。 部品 の 量産体制に専念 で きる の で 、外

部に信頼で きる金型企業があればそ こ に任せ たい と

い う要望 が あっ た 。 C1 社や C2 社 の 場合、メ ン テ ナ

ン ス需要か ら更新用金型 の 受注へ とつ なげて い っ た 。

　 C1社で は、現在、タ イで 初めて金型を納入 し た顧

客がほとんどである。顧客の 中に は、タ イで の 取引

をきっ か けに、顧客の ア メ リ カ子会社 へ 金型を納入

する こ とに な っ た 例 もある とい う。 また、海外子 会

社 の 取引実績 が 、日本国内 の 顧客開拓に もつ なが っ

た 。 日本 国内で は、成形 メ
ーカーを中心に金型 を納

め て お り、セ ッ トメーカ
ー

と直接取引をする こ とは

な か っ た 。 しか し、海外子会社 で新 しい 金型を製作

する よ うに なっ て 、こ れまで取引 の なか っ たセ ッ ト

メ
ーカーとの 直接的 な 取引が 可能 とな っ た c，海外子

会社に おけるセ ッ トメーカーとの直接的な取引が金

型企業の 実績 とな っ て 、日本本社 に お け る新規受注

を有利 に進め る こ とが 出来る ように な っ たとい う。

　また、日本本社を含む全体の 受注金型の 種類が豊

富に なっ た 。 日本本社 は、平均 マ シ ン サ イ ズ 800tの

金型 を月間 8 型 ペ ース で 製作 して い る。最大 の 型重

量は 、 20t程度 となっ て い る 。 C1 社の 生産規模は 、平

均 350t 〜 500tの ダイ カ ス ト金型 を 月産6 型ほ どで

ある。同社 で 製作で きる金型 の 型重量 は、10tまで で

あ る 。

　C2社で は 、操業以来、累積 で 24〜25型以 上 を製

作 して きた。日本本社は型重量 15tまで の 金型を製

作で きる が、同社は 5tまで とな っ て い る 。 同社の 主

流 は 型重量 500 キ ロ 〜2t まで で ある 。 また、別 の 顧

客か ら は マ シ ン サ イズ500tの 型 も受注した （日本本

社 の 主要な受注範囲で あ る た め 、かな り難 しい 金型

となる）。
こ の ように、国際化を した こ とに よ っ て、

よ り小 さい 重量の 金型、あ る い は、マ シ ン サ イ ズ の

小さ い 金型 を受注する こ と に成功 した 。

　 こ れ まで 、B 社で はお よそ200〜300型 を設計、加

工 して きた。フ ィ リピン で新規に顧客を獲得 して き

た こ ともあ り、B 社の 方は 日本 よ り原価計算が進ん

で い る。つ まり、受注の 際に顧 客から求め られ る場

合 もあ る し、交渉 に 有効 だか らで あ る。また、フ ィ

リピ ン で は、労働市場の 階層化が進ん で い る の で 、

コ ス ト計算 もしや す い とい う側面 もあ る 。日本 の 場

合は、ベ テ ラ ン 設計者と顧客 の 購買部門 との 間 で 長

い 付 き合 い があ り、フ ィ リ ピン ほ ど厳格な見積 もり

を作成する必要がなか っ た 。 日本本社の場合、 基本

構想や設計能力が
一
個人に集中して しまう傾 向があ

る の に対 して 、B 社や C1社、　 C2 社の場合 、 突出 し

た 個 人 は い ない が、子会社全体 の 組織的 な能力で受

注 と製作に対応 して い る こ とが分か る 。 B社で は、原

価計算が進 み 、よ り幅の広い 顧客 と取引 をする こ と
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が出来 る ように なっ たとい う。

V　考察
一

国 際化 におけ る 二 つ の 側 面
一

1．技能変化 と選択的技術導入

　前節 で 見 た よ うに 、事例対象と した金型企業で は、

競争優位 の 主要な源泉 が 設計部門 へ とシ フ トし、工

程 間分業 が一
層進 ん だ。そ して 、従来、高度 な技能

が必要とされ て きた加工 や仕上 げ工程が か な り標準

化され て い た 。 そ うした標準化された技 能に関 して

は、容易 に海外子会社へ 移転され て い た。こ う した

国際分業パ ター
ン の 形成に は、次の 二 つ の要因が あ

ると考えられ る 。 第一
の 要因は、金型産業の 競争優

位が変化 し、日本国内の 生産現場に お ける技能が 大

きく変化 した こ とで ある。第二 の 要 因は、選択的 な

技 術導入 で あ る。

　第
一

の 要因か ら見て み る と、顧客の 新製品開発 プ

ロ セ ス の フ ロ ン トロ
ー

デ ィ ン グ化が 、 金型産業に お

ける こ うした傾向 を促 して い る と考えられ る （藤

本：1998）。 先に述べ たように 、 金型製作は歴史的に 、

設計、加工 、仕上げとい う分業体制となり、設計工

程 に おける基本構想 に よ っ て、そ の 後 の 工程が決め

られ て しまうように な っ た 。 基本構想が しっ か りし

た もの で ない と、後の 工 程で 問題や ミス が 多くな り、

金型その もの を作 り直す とい う結果を招 きかねない 。

金型産業におい て もそうした フ ロ ン トロ ーデ ィ ン グ

化 が進ん で い る とい える。現 に 、日本国内 の 金型

リードタ イム は極端に短くな っ て きたとい う。 C2社

で の 聞 き取 り調査 に よ る と、こ れまで 3ヶ 月かか っ

て い た ダ イ カ ス ト用金型が 、約
一

ヵ 月半で納品で き

る よ うに な っ た と い う。

　こ うした 生産シ ス テ ム の モ ジ ュ
ール化の 結果、設

計段階におい て 金型に関す る総合的な知識が求め ら

れるように な っ た。つ ま り、図 2が表 して い るよう

に、現在の 金型設計で は 、加工 や仕上 げに 関する 問

題点を初期段階で修正 してお く必 要がある 。 CAE に

よ る シ ミ ュ レーシ ョ ン 能力の 向上 、顧客の 製品図面

の 精緻化な どに より、以前 に も増 して 加 工 や 仕上げ

段 階 で の 問 題 が 予 測 可 能と な っ て い る 。金 型 の 場合、

単品生産 と い う性格上、工 程の 途中か らの や り直 し

に相当の 時間と コ ス トがかか る 。
こ れらを回避する

ため に も、設計者 に は 金型 の 構想段階 で 問題 を処理

して お く能力が求め られる ように な っ た 。

　前節で 見た よ うな金型産業の 国際化を可能にした

第 二 の 要因は、金型企業 の 選択的な技術導入で ある。

日本の 金型産業は、1980年代後半か ら90 年代初め

に か け て、生産額 に おけ る 戦後の ピー
クを迎 えた 。

図 2　設計工 程へ の 技能の 統合化現象

（実線が現 在の 状態、点線 が過去の 状 態 を指す ）

設 計 加工 仕 上げ
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その後、1990 年代後半に再び ピーク を迎 える が、現

在は 下降線をた どり、
一
型あた りの価格が低下 し続

けて い る。こ の 二 つ の ピー
ク時 に、日本 の 金型産業

は、高精度、高速度の 工作機械を次々 と導入 して 、金

型製作の 無人化、素人化を試み て い た〔1  こ うした

先行投資 は、小規模零細型 の 金型企業に と っ て 、過

剰な設備投資に な りやす い
。 現在、全事業所の 10％

に あた る 1000以上 の 事業所が廃業して い る 原因 の

一つ とな っ て しまっ た 。 しか し、事例対象とした 企

業はすべ て 、 自社との相性 、 財務的負担、工作機械

の 加工 ス ピード、加工 精度な どを慎重 に考慮 した、L

で、新 しい 設備 を導入して い た （行本 ：2003 ）。 また 、

本論で取 り上げた企業 で は、CAD ／ CAM シ ス テ ム

を導入する際、先に CAM シ ス テ ム とマ シ ニ ン グセ

ン タを導入 して、加工面で の 効率化を設計面の効率

化よ りも先行して行なっ て い た 。 こ の結果、設計面

の 効率化を先に 進 め て、加工 工 程へ の デ ータ伝送が

非効率的 に なっ た他 の 金型企 業とは異な り、ス ム ー

ズ に設計 ソ フ トを自社内 に導入す る こ とが 出来 た と

v 、う〔19）
。

　他 の 金型企業と事例対象企業を分けて い る もの は 、

新技術導入の 際の こ うした 「目利 き」で あ る 。 事例

対象 とした金型企業は、自杜の現在の技術能力 と現

有設備を考慮 して 、慎重に新技術 を導入 して い た 。

身の 丈 に 合っ た新技術導入 である とい え る 。 大企業

の 金型内製部門 で は、一・
時期、一

台
一

億 円以上 もす

る金型専用 工作機械を開発、導入 し た こ とが あ っ た。

こ うした 高価な機械 は稼働 率 を、Lげ な い と償却が 出

来な くな り、資産繰 りが苦 しくなる 。 長期的 な取引

関係が多か っ た とはい え、金型 の 実際 の 受発注、検

収は不定期に な りが ちで ある 。
つ まり、工作機械 の

稼働率 は それ程 よ くない 。 こ うした 中、高額な工 作

機械を不安定な収入で 支 える の は 、小規模 な金型企

業に とっ て無理 が あっ た 。 こ うした意味で 、事例対

象 とした 3社 は 自社 の 技術能力に合っ た新技術を導

入す ると共 に 、汎用機 を十分 に活用 して い た。新し

い 技術ばか りが常に 効果的で ある と は 限 らない 。一・

回 きりの 作 業で あれば、汎用機や NC 機械 で も十分

に 通用する の で ある 。 プ ロ グ ラ ミン グ を書 い て、

デ ータ に よ る 製作を行な う方が非効率的に な っ て し

まう。こ うした標準化すべ きとこ ろ と、すべ きで な

い とこ ろ をい か に 区別するかが重要 となる 。 何 を標

準化 して 、何を標準化 しな い の かとい う判断基準が、

「目利 き」だ とい える。既 に製作 した こ とがある金型

は 、CAD や CAM を駆使 しなが ら作る方が は る か に

効率的で ある し、コ ス トも安 くなる 。

　 こ うした能力を形成する ため に は、過去の製作経

験が非常 に 重要 と なる 。 汎用機 に よ る生 産 を行 な っ

た経験に よ っ て形成 され て きた と考え られる 。 どれ

だけ工作機械や設計 ソ フ トが進化 した として も、基

本的な加工経験があらゆる部署 で役に立つ とい う考

え方を、調査を行な っ た全 て の 金型企業の経営者は

持 っ て い た 。 例 えば、B 社の 日本人 ア ドバ イザーで

あ る金型職人 は、過去の 経験に基づ い て 、設計図面

を作成、あ る い は最終的な仕上げを行な うに あた り、

「適確な探 り」を入 れ る こ とが 出来 る。見た こ ともな

い 金型 を製作す る に あ た り、事前に予想し得る最短

の ル
ー

トを取るこ とが出来 る の で あ る 。 日本国内の

金型産業従事者を年代 ご とに示したの が表4で あ る。

それに示された ように、彼らは 「熟練技能者」と位

置付けられ 、 汎用機に よる金型製作を長年行なっ て

きた。そ の 次 の 世代が 「熟練技術者」である 。 彼 ら

は、汎用機に よ る 生産と共に NC 工作機械や CAD ／

CAM シ ス テ ム の 導入や定着に大きな役割を果た し

た。そ して、こ うした 中核的な従業員が、海外子会

社 へ の 技術移転 に お い て活躍 して い たの で あ る。

2．顧客 との 取引関係 によ る能力向上

　
一

新規 顧 客の 開拓一

　新 しい 顧客との 出会い が金型企業を成長 させ ると

い える 。 海外に進出する こ とに よっ て 、 新 しい 顧客

との取引が可能 とな っ た 。 日本国内で は、成形メー

カ ーが顧客の 中心 で あ っ たが、海外子会社 におい て

は セ ッ トメーカーか らの受注も可能に な っ た。そ の
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表 4　日本金型産業に おけ る従業員構成と生産設備

日本の 金 型製作従事者の 年代 求め られ る知 識 生 産 設備

60 歳代 以 上

「熟練技能者＝職人」

（TO − T1 期）

熟練 の み 汎用 機

40 歳〜50歳代

「熟練技術 者 」

〔T1 − T2 期 ）

熟練 ＋ 工 学知識 汎用機 ＋ NC 機

30 歳代以 ド

「技術者 ・エ ン ジニ ア」

〔T2 − T3 期 ）

工 程別 の 工 学知 識 NC 機＋ CAD ／ CAM

出 所 ；聞 き取 り調査 に 基づ き、筆者作成

結果 、 金型企業自体の 型サイズや マ シ ン サ イズ の 幅

が広 が り、受注 で きる金型分野 が豊富に なっ た 。

　従来の 金型取引関係は、特定の 顧客、特定製品の

あ る 部品 に 特化し た もの が ほ とん どで あ っ た 。 個別

技術 を磨きつ づ け て きたの で、金型企業同士 の 横 の

連携はほ と ん ど見られなか っ た。他社が どの よ うな

金型 を製作 して い る か は 全 く知 らなか っ た と い う。

事例対象と した 金型 企業は 、海外展開をす る こ とに

よっ て 、 現地 で新 しい 取引先を見つ ける こ とが出来

た 。 そ して 、こ の 新し い 取引に よ っ て 、新しい 能力、

い わ ゆ る新技能が創造 される結果 となっ た 。

　顧客との取引に よっ て 、金型企業の 金型 に対す る

見方が変化する 。 顧客にとっ て、金型 は成形品を大

量生 産する ため の 道具に過ぎない
。 しか し、道具で

あ るがゆえに、そ の 使 い 勝手の 良さが 量産の 効率性

に大 きく影響を与える 。 使い 勝手の良さとは、メ ン

テ ナ ン ス の しやすさ、修理 の しやすさ、離型性の 高

さ などを意味す る。つ まり、型 に対す る 考 え方 に は

次の 2 通 りが あ る 。　
・
つ は、金型 は 生産性が 重要で

あ る と考える見方で ある。当初の 型費は高 くな っ た

として も、顧客に と っ て使い や すい 、長持ちす る 金

型 を求める。そ の ため、金型 に 対す る品質要求 も厳

し くな る 。 他方、当初の 型費を、出来る だけ抑えよ

うとす る見方もあ る。 金型 の リ
ー

ドタイム の短縮化

が か な り強 く求め ら れ る ように なる 。 こ うした顧客

は、とに か く、安 く早 くで きる 金型 を求め て い る。ど

ちらの タ イプの 企業を顧客にする か に よ っ て、社内

に蓄積され る金型企業の技術能力は異なる の で ある 。

　例 えば、C1社 は 、ア メ リカ向けに金型 を納入 した

が 、金型 に対す る 見 方が 大 きく変 っ た とい う。顧客

の 金型作 りは ト
ー

タル コ ス ト、ラ ン ニ ン グコ ス トを

重視 したもの で あっ た 。 安 く、早 く出来た もの で は

な く、高 くて も長 く使える もの を求め て い る 。 要求

水準はかな り厳 しか っ たが、自社 に とっ て 貴重な経

験にな っ た とい う。

　 こ の よ うに、顧客 との 取引 に よ っ て 、金型企業内

部 には成形情報が蓄積され る 。 成形情報が よ り豊富

に なれば 、 それだけ金型 に対する品質改良を行なう

こ とが出来る 。 現在の 日本企業が持 っ て い る成形情

報はかな り高い とい える 。 しか し、その 蓄積は、金

型に よ っ て は 設計 ソ フ トや 工作機械に 既 に代替され

て い る部分 もある。先程述べ たように、日本金型企

業は 、こ れ まで部品加工 メ
ーカ ーに対 して 金型を納

入す る こ とが 多か っ た。しか し、海外へ 進出す る こ

とに よ っ て 、こ れ まで 間接的 で あ っ た最終製品 メ ー

カー、セ ッ トメ
ーカーと の 直接的な取引が 始 まっ た

の で あ る 。 成形情報の 質が異なる と共に 、 よ り速 く、

よ り多 くの 要望 に応える こ と が求 め られる よ うに

なっ た 。

一．一
方で 、 新しい 顧客との取引関係は 、 新 し

い 技術導入の契機ともなる 。 こ れ まで の 金型産業に

お ける度重なる新技術導入 は、顧客の 新 しい ニ
ーズ

に応 え る ため で もあ っ たの で あ る。
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　金型 企 業 の 場合、設 計工 程 に お け る 技能は 過 去 の

金型設計図 とい う形で常に 具現化され て い る 。 金型

は一
品
一

品異 なる もの で あ る。した が っ て 、新 しい

金型は そ れ まで の 金型と全 く異なる もの と考え ら れ

がちである 。 しか し、実 際 に は過去 の 設計図面 を

ベ ース に しなが ら新 しい 機能を付加 して い く。 例え

ば、B社 の 日本本社 は こ れまで 7400型以上 の 川頁送 り

金型を製作し て きた 。 重要な こ とは 、それ らの 設計

図面 に基 づ い て作 られた金型 とそ の 成形情報、成形

の結果を知 り尽 くして い る こ とで あ る 。
こ の ような

経験 に よ っ て、過去 の 図面 か ら金型 の 使用状態を類

推 す る こ とが 出 来 る の で あ る 。
こ れ ら の 経験

（Learning　by　Making ）が成形晴報の蓄積 をもた ら

し、構想設計 の 時 に 生かされるの で ある（Z°）
。

　単品生産で ある金型の場合 、 同じもの を作 りつ づ

ける こ とは技術能力 の 停滞 をもた らす 。 い かに新 し

い 金型を作る こ とが出来る かが自社の技術能力の 向

上 に と っ て非常 に重要 と な る 。 そ して、難 しい 金型

に 挑戦 して い く姿勢 、その 姿勢 か ら新 しい 能力が生

まれ る と考えられ る。未知 の 金型 に取 り組 ん で きた

こ とが 、現在の差別化され た技術能力に結びつ い て

い る 。

　 こ の ように、新 しい 顧客との取引に よっ て 、 金型

企業が学習する こ とを 「Leaming　by　Transaction」

と呼ぶ こ とにする 。 新 しい 取引先から新 しい 知識、

情報 を獲得す る こ とが出来 る。関係性を広げ て い く

こ とに よっ て 、新 しい 金型 に 挑戦す る こ とが出来 る。

B 社 の よ うに、海外子会社 に お い て 日本本社 よ りも

原価計算が進ん だ こ と は、必要に迫 られ た 上 で の こ

ととは い え、こ うした新 しい 顧客の獲得を促 したと

い える 。 そ して 、新 しい 金型 に挑戦す る こ とが、自

社内の 貴重 な経験とな り、 競争力を更に高め て い く

こ とが出来 た の で あ る 。

　金型産業の ような中小企業の場合、自社の競争優

図 3　金型産業の 国際化メ カ ニ ズ ム

1
新
技

術
導
入
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位を持ち込むとい うよ りは、海外進出が 自社の競争

優位を高め る 効果 を持 つ もの と考えられる 。 日本本

社の 設計負荷を支える と同時に、こ れまで 国内事業

だ け で は 知 り合う機会が決 して なか っ た顧客 との 取

引 を 口∫能 に した。金型企業 に と っ て 、新 しい 顧客 と

の 取引は新しい 金型 の製作につ なが り、能力向 kが

求め られ る こ とに なる 。 その結果、これ まで受注 し

て い た 金型 よ りも重量 が 大 きい 金型が出来 る よ うに

な る、マ シ ンサ イズが よ り大きい 金 型 を 製作す る こ

とが 出来る、と い っ た よ うな競争力 の 向 上 が 見 ら れ

た の で あ る 。

W 　結論 と今後の 課題

　国内製作現場における新技術の 導入 と顧客との取

引に よっ て 、金型産業に おける競争優位 の 源泉が変

化 し、新技能が歴 史的 に 創造され て きた。そ の 結果、

工 程間分業 が 極端 に 進 め られ る よ うに な っ た。工 作

機械や マ ニ ュ ア ル に 標準化 され た標準技能 に 関 して

は、容易に海外子会社へ 移転 され るように な っ た 。

A社 の よ うに、委託加工 取引が 口∫能に な る事例や 、 B

社 の ように、目本本社が新規金型 の 構想設計 を行 い 、

海外子会社は そ の後の構造設計を行なうとい う事例

も見られた 。 本論で取 り ftげた金型企業 は、積極 的

に 旧来の 熟練を新技術に代替させ る とともに、新 し

い 技能を創造 して きた。一
般的 に、日本 の 金型産業

で は ユ ーザ ー
の 特定化が見ら れ た が、B 社 や C1 社、

C2社は海外子会社 を設立す る こ と に よ っ て 新規 の 顧

客を獲得 し、新 しい 金型 の 製作 に 取 り組 もう と して

い た 。

　わ ずか 4 社 の 事例 で は あ る が 、4 社 に 共通 して い

る の は、国際化や 自動化を通 して 新た な競争優位 の

源泉 を得ようとして い るこ と で あ る 、 そうした金型

企業の新技能創造に は 、 顧客で あるセ ッ トメ
ー

カ
ー

や 部品 メ
ー

カ
ー

の 存在が欠かせ ない 。 しか し、今後、

顧客が新製品開発サイク ル を短 くするように なると、

H 本金型企業 は新た な対応を迫 られ る こ とに なる 。

日本国内に お い て 、
こ う した動きにい ち早 く対応 し

て い る 企業 が あ り、新 しい 金型 生産と分業体制を築

こ うと して い る。それ らの 企業は、試作品や試作 金

型 を素早 く提供す る こ と に よ っ て顧客 の 新製品開発

に貢献し て い る 。 金型製作の前後を構成す る試作 と

部品成形 を
一

貫 して 行 なう生産 シ ス テ ム で あ り、金

型製作の 効率性 とス ピー
ドを追求 した もの であ る。

また、台湾 や シ ン ガ ポー
ル の 金型企業も、同様の 工

程間分業体制をとっ て い る 。 本論で取り上 げ た 企業

は、顧客 の 成形情報 を社内 に 蓄積 させ る こ と に よ っ

て、そ の 技術能力を高め て きた 。 金型製作の 効率性

を重視 した 生産シ ス テ ム は、標準的な金型の 生産に

は適 して い るが、耐久性の ある品質の高い 金型 を作

る こ とは難しい 。 日本の 金型企業の 生産シ ス テ ム は、

より精密 な耐久性 の 高 い 金型 を製作す るの に適 して

い る とい える 。 こうし た金型生産の トレードオ フ 関

係 と金型産業 の 新 しい ビ ジネ ス モ デ ル を明らか に し

て い くこ とが 、今後の 大きな課 題 で あ る 。
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【注】

〔1）　 例えば、欧米企業と比較 して、日本企業の場合

　　 は、技術集約度 の 低い 工 程か ら高い 工 程へ と か

　　 な りの時間をか け て徐々 に進め て い く。 日本企

　　 業は、その 経営生産 シ ス テ ム の 移転に 相当な注

　　 意と努力を払 っ て い る と考え られ て きた 。 そ う

　　 した企業特殊的資源 を海外へ 移転するには、熱

　　 心 な派遣社員の指導や 、言葉よりも「範を示す」

　　 行動や態度が 必要であっ た 。 （吉原 ：1983）

  　　日本金型産業の 創業期は、機械振興法が成立 し

　　 た 1956年頃 と考えられ て い る （米倉 ：1993）。

  　 特に、プ ラ ス チ ッ ク製品用金型 で は こ の 動きが

　　 顕著で あ り、 韓国 、 台湾 、 中国な どの 金型企業

　　 の 追 い 上げが激 しい 。順送 り金型 は 二 次元加工

　　 が主体なの で そ の 傾向は低い 。ダイカス ト用 も

　　 順送 り金型 と同様の傾向で あ る 。 ダイ カ ス ト用

　　 金型 は、プ ラス チ ッ ク用 と 同 じで モ
ール ド型 で

　　 はある が 、金型自体の 重量が重 い た め、三 次元

　　 化の 動 きが遅れ て い る とい う。

  　 金型産業における歴史的な技能変化の詳しい 考

　　 察 に つ い て は、行本 （2003 ）を参照 。

（5＞　 デ ザ イ ン レ ビ ュ
ーは、ユ ーザーの 製品設計デ ー

　　 タ を製品仕様書に基づ い て相互 評価す る こ とを

　　 指 して い る。金型 の 構造設計 は 、レ イア ウ ト図

　　 や形状設計以外の金型全体の構造を設計する こ

　　 とを指す 。 聞き取 り調査による と、企業に よ っ

　　 て異な る が 、 構想設計を作成す る の に約 3日 か

　　 か り、金型が最終的 に完成するの に は 1ヶ 月か

　　 ら 2 ケ 月かか る とい う 。

  　　こ の 他の 集積地 として は、京浜地区 （東京 ， 神

　　 奈川）と阪神地区 （大阪，兵庫）が挙げら れ る。

　　 京浜地 区 は 生産額全体 の 約 13％ 、阪神地区は 約

　　 11％ を占め て い る 。 中部圏は 自動車産業向け、

　　 阪神地区は 電機産業向けが多い とい わ れ る。

の 　 各企業へ の 聞き取 り調査は、口本本社と海外子

　　 会社の双方に対 して行なわれた。国内調査は、

　　 各企業の 社長に対 して 二 回ずつ 行っ た （A 社の

C8）

〔9）

〔lo）

CIL）

（12）

一248一

日本本社 は 2001 年 1 月 と 2002 年 10 月、B 社

の 日本本社は 2002年 11月と2003年 1月 、 C 社

の 日本本社は 2002年 10月 と2003年 1月）。 ま

た、各海外子会社へ の イ ン タ ビュ
ーは 、 2003年

8月 4 口、18 日、19日の 3 日間が B 社に対 して、

2003年 8月7 日が C1社 に対 して、2003年 8月

14 日、15 凵の 2 日間が C2 社に対 して行なわれ

た。A 社 に 関 して は、台湾子会社の 薫事長を務

め て おられ る 日本本社社長 へ の イン タ ビ ュ
ー

調

査 に 基づ い て い る 。

A 社はプ ラ ス チ ッ ク型専業で あり、 H本人は 5

名 （設計＋仕上 げ）派遣され て い た 。 1983 年頃

に なると、日本人は 2名 とな り、彼 らは仕．ヒげ

部門と管理部門を担当して い た とい う。

聞 き取 り調査に よ る と、日本本社も含め て 全体

の 7割の 金型が海外で 作 られて い るとい う。

設計工程の分業に おける最大の メ リ ッ トは、
一

型あた りの 設計費の 大幅な低減である。日本 で

は 40 万円、フ ィ リ ピ ン で行なえば約 2万円ほ

ど で あ る と い う。

日本本社で は、日本の 人材育成機関を利用 して

事前 に 数名の イ ン ドネ シ ア 人従業員を本社工 場

で 指導して い た 。 その 内 の 何名かが C2 社 の 立

ち上げに参加 して 、現在、仕上げ工 程と品質管

理を担当して い る。日本語 も堪能であ り、日本

人駐在者と現地人従業員の問に 立つ リ
ー

ダ
ー
的

な役割を果た して い た 。

しか し、注意 しなければならない の は、こ うし

た傾向が金型 の 技術的性格 に 大きく規定され て

い る点 で あ る。例 えば、A 社 の よ うに プ ラ ス

チ ッ ク成形用 の 金型生産で は 、RP 技術 に よ る

高速試作、三次元設計技術な どが急速に普及 し

て い る。 プラ ス チ ッ ク と い う材料の 特性 とそれ

に よ っ て作られ る製品の特性が 、こ うした新技

術導入を進めて い るとい える。ダイカス ト用金

型も三 次元形状が多く見られる金型 で はある
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　　 が 、製品内部の 形状が複雑で あ る ため 、 気 に

　　 三次元化が進 み に くい 。プ レ ス 用金型 で は、二

　　 次元設計に よ る 図面ベ ース の 設計情報で 十
’
分金

　　 型 が 作 れ て し ま う。む しろ 、三 次元 設計技 術 を

　　 導入 す る こ と に よ る コ ス トが メ リ ッ トを 上 回る

　　 こ とがあ る と い う。

（13）　 現に、台湾や シ ン ガポール の金型企業は、設計

　　 業者を中心 とした企業間分業体制 を築い て い

　　 る 。 こうした分業体制は、短納期化を達成する

　　 こ とが出来る 反面、金型の 品質改善や トライア

　　 ウ トの 際の 不具合を フ ィ
ー

ドバ ッ クす る こ とが

　　 出来 な い な ど の 問題点 もあ る 。日本企業 の 場

　　 合、海外子会社 を設 ウ1して まで 自社内 で 全 工 程

　　 を担当 しよ うとする こ とが大きな特徴で あ る と

　　 い え よ う。（た だ し、金型鋼材 の 焼入れを行な

　　 う熱処理工程 は外注 して い る）

（14 ）　 C1 社の場合 、 顧客か ら図面 をもらっ て 3〜4ヶ

　　 月で金型 を納品 して い る 。 そ の 後、1ヶ 月か ら

　　 2ヵ 月間ほ ど試作を行な っ て検収とな る 。 寸法

　　 検査は 同祉 で行なうが 、組 み付け後の 耐久テ ス

　　 ト、試作は顧客 の とこ ろ で 行 なうとい う。

“5） C1 社、C2 社の 日本本社で の 聞き取 り調査に よ

　　 る と、図面 の 形 で 提供 され る こ とが 多い とい

　　 う。 製品 レ イ ア ウ ト、諸条件、金型全体の 構想

　　 が網羅 され て い る 。 過去の 参考図面もあ る 。

（16）

（ID

（18 ）

〔19 ）

〔2 

こ の 場合、金型 の 構造、諸条件が 簡単に記載さ

れ て い る。文書表現が中心 で あ り、「ス ケ ッ チ」

レベ ル の 金型で あ る とい え る 。 金型の厚み 、大

き さ、重 量 、形 状 部、鋼 材 材質の 指定等な どが

記載 さ れ て い る 。

こ の 場合 、成形製品数＝何個取 りに す る か 、 最

低限必要な基本的情報が記載 され て い る 。 成型

機の種類 、 射出成形用の金型 の場合 、 射出冂 の

形式 （ホ ッ トラ ン ナ ー）なども含まれ る 。 更に、

この方案を顧客か ら提供される場合と金型企業

か ら提供す る場合の 二 通 りが あ る 。大手企業の

場合 は 前者が多い 。

型 メ
ー

カ
ー

が 単独 で こ う した 試 み を行 な っ た と

い うよ りは、顧客で ある部品 メ
ーカ ー

や セ ッ ト

メ
ーカー

の 要望 もあ っ た と考えられ る 。

例 えば、当時 の 放電加工機が高精度 を実現する

ため に加丁効率を犠牲に して い た こ と （1分間

にO．5ミ リ程度 しか加工 で きなか っ た）、当時の

日本本社に は研磨職人が 9名もお り、ヒ トに よ

る仕上 げ研磨で行 っ た 方が 経済的 で あ っ た こ と

などがそ の 理 由で ある。

後発国の 工 業化を分析 した中岡 （1990 ＞の 定義

を参照。中岡 は、現実 に そ の 機械を作 る こ との

教育的効果 を重視 した 。
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